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2017 年になった。 

元旦の今日は暖かな一日、富士山は雲にかくれることなく一日中、雪をまとった白い

雄姿を見せていた。11 時ころ、小田原城の脇にある報徳神社へ初詣に出かけたのだが、

参拝者のあまりの長蛇の列にたじろぎ、出直すことにした。夕方になって再度出向いて

昨年のお礼と、今年の決心を誓ってきた。 

素人同然の自分がビズネットの門をたたいて 14 年 2 ヵ月、開業届を出して 12 年 7 ヵ 

月。神奈川県西部という地域性もあるのだろうか、一つ一つの仕事に当然、大きなもの

は少なく、こまごまとしながらほぼ１０年以上は資金繰りに追われてもいた。それがこ

こ１～２年前からようやく好転してきた。逆を言えば１０年はどうしても必要な時間だ

ったのかも知れない。１０年という時間は結構シンドイ時間だったが、今その間のこと

を振り返れば腑に落ちてもくる。渦中時には中々納得できないことも、ある地点を通過

して、そこから振り返って見たときに初めて色々なものが見えてくる場合もあった。目

標を持っていくら進んでいっても、その目標点に到達しなければその本当の景色が眼前

に広がってこない。当たり前だ。 

 さて 2016 年の昨年はどうだったか。12 月の会報にも記したが開業以来これ程長く感

じた一年もない。５日間連続５クライアントの撮影もあった（つまり 5 日間とも違う現

場）。押しつぶされそうなプレッシャーの中を進んで行くが、撮影を終えても編集はたま

っていく一方で心身ともに呻吟する日々。それでも、だから、やはり、自分が前に進む

ほかに手はない。これも当たり前だ。 

 2017 年はさて、会報にビデオ屋稼業録とでも称して、参考までに自分の実態を可能な

限り投稿して見ようかと考えている。そういう訳で今年もよろしくお願いします。 
 

 
2017 年、元旦快晴の小田原城 

（2016 年改修。展示物も一新、中々見応えあり。一度ぜひお出かけください） 


